
こども教育会議 会議録（速記メモ） 

日 時 場 所 

出 

席 

小松市長、松尾教育長、 

竹内教育長職務代理者、教育委員（松尾、落合、馬原）、 

江上こども教育部長、野口こども教育部理事、田嵜福祉部理事、教育

総務課（真﨑課長）、こども未来課（緒方課長、田中主幹）、こども家庭

課（松尾課長、飯田主幹）、松尾企画部長、企画政策課（古田課長、

筒井係長、山口） 

令和８年８月２０日（木） 

13：30～14:30 

 

武雄市役所 

4階  

災害対策本部室 

１．協議件名 第４１回こども教育会議（こどもの貧困対策事業の現状と課題について） 

議事録 

内容 １ 開会（進行：松尾企画部長） 

 

２ 議事（議事進行：小松市長） 

・平成 28年 4月に全国的にも珍しい形で「子どもの貧困対策課」を設置した背景には、どんな境遇や環境であって

も一人一人が自分らしく幸せに暮らせるまちを目指す中で、特に当時大きな課題であった「子どもの貧困」に重点

的に取り組む目的があった。症状が悪化した課題に対応する福祉分野ではなく、教育委員会に置いて福祉と連携

するスタイルをとることで、その時だけの手当てではなく教育による貧困の連鎖解消と子どもが自立するまでの長期

的かつ早め早めの予防的対応を行っていくという考えがもとになっている。 

・令和6年6月に成立した改正法により、「子どもの貧困対策推進法」が「子どもの貧困の解消に向けた対策の推進

に関する法律」へ変更され、貧困状態をなくす「解消」という言葉が明記された。これによって、それまで個人や家

庭の問題と捉えられていた貧困問題が、社会全体で包括的に取り組むべき課題として位置づけられた。 

・本市ではこれまで 1 期、2 期と作成してきた「子どもの未来応援計画」の第 3 期計画を今年策定する予定であり、

様々なアンケート調査や 2期計画の振り返りを踏まえた上で策定を行う。 

本日は、教育委員の皆さんからご意見や課題解決策などを伺いたい。 

 

（１）こどもの貧困対策事業の現状と課題について 

①話題提供 

（こども未来課 緒方課長） 

 

②意見交換 

＜出席者の意見＞ 

（竹内委員） 

・笑顔コーディネーターのデスクが市役所ではなく「学校の職員室」にあることで、廊下の見回り等を通して服装や

ちょっとした変化に気づくことができ、連携面で非常に良い。 

・取り組み開始から10年が経ち、当時の対象者が 20歳程になっている。自立や社会進出の状況を追跡・分析する

ことが第 3期計画において大事なポイントになる。 

・コーディネーターの役割や支援内容が、学校現場や保護者に浸透し繋がりが継続できれば、10年後の追跡調査

や結果の検証が可能となり、次のステップに進める。 

・進学時など保護者が情報を求めるタイミングを活用して、経済的支援制度や生活習慣の話を伝えることや、支援

物資を渡す機会を活用して地道に繋がっていくことが有効である。 

 

（松尾委員） 

・未就学期は園と親の距離が近く家庭の様子が見えやすいため、信頼関係があれば支援に繋がりやすい。 

・園と小学校が笑顔コーディネーターを介して連携することで、兄弟のいる家庭の状況把握や支援物資の渡し方

など、効果的な対応が可能になる。 



・上に兄や姉がいない未就学児の場合は、子育て総合支援センターのコーディネーターと連携して対応している。 

・「幼保小中連携会議」のような仕組みは非常に役に立つため、強化してもらいたい。 

・小学校就学以降に不登校になるケースがあるため、個別最適な学びや多様な学びを活用して教育環境の改善

を図る必要がある。 

・制服の変更により登校できなかった事例もあるため、制服リユースなど必要な物品や経済的支援が優先的に困

窮家庭へ届く仕組みの充実が望まれる。 

 

（落合委員） 

・妊娠期や育児初期は不安を抱え込みやすく、途中でシングルになる場合もあるため、妊娠期からこちらから出向

くような手厚い支援や声かけが必要である。 

・子どもに「愛されている、見ているよ」と伝える第三者の声かけが重要であり、地域、企業、NPO などを巻き込んで

やっていけたらと考えている。 

・親同士の繋がりは話しやすい一方で孤立する人もいるため、肩書を意識させない学校での体験型イベントなど、

親近感を持てる取り組みから始めると良い。 

 

（馬原委員） 

・職員室に席があることで、子どもとまず関係を作ることができ、「お米がない」「朝ごはんを食べられない」といった

率直な声を子ども自身から聞くことができる。 

・小中学校の両方に籍を置くことで、卒業後の様子の把握や中学進学後の情報共有がスムーズに行える。 

・中学卒業後や高校進学後に「高校をやめたい」等の相談があった際も、小学校からの繋がりがあるため家庭訪問

や声をかけて励ますなどの関わりができる。 

・忘れ物や用品不足の背景に「買えない」という貧困事情があることを教職員が理解できるよう、武雄市の貧困の実

状を学ぶ研修の場が必要である。 

・支援が必要な家庭ほど案内を見ない・行事に来ない・電話や訪問に応じない傾向がある。「おもやい」や「よりみ

ちステーション」等からの物資を持参することで対話のきっかけを作っており、社会福祉協議会等との連携が非常

に重要である。 

 

（松尾教育長） 

・家庭状況の把握が難しい中で笑顔コーディネーターが上手くカバーしており、他市町へ転勤した教員からも「武

雄市には笑顔コーディネーターがいてすぐ相談できたが、他の自治体には制度がなくて不安だ」という声を聞いて

いる。 

・地域コミュニティの希薄化が進む中で、いかに地域の力を復活させていくかが課題である。 

・個人情報保護の観点から、高校を中退した生徒の情報などが中学校側に共有されにくくなっている点も課題だと

感じている。 

 

（小松市長） 

・現在は保健師・保育士・教員のチームで義務教育段階まで対応できているが、高校以降は情報共有の壁があり

難しい。しかし、20 年伴走する仕組みを考える上では、高校やその先の年齢層へどう繋げていくかという視点が第

3期計画において非常に大事なテーマとなる。 

・皆さまがこの問題を非常に深く受け止めていると感じた。コーディネーターの配置場所（職員室）の重要性や増

員、義務教育以降の 20 年伴走・追跡の視点、制服等の支援、幼保小中の連携、妊娠期からの予防的支援、教職

員向け研修や地域力の活用など、多くの貴重な意見をいただいた。 



・本市が先駆けて取り組んできた「伴走型支援」のモデルは障害児支援など他の福祉施策にも広がりを見せてい

る。今後は縦割りを排して包括的な支援体制へ進化させる必要があり、本日いただいた意見をしっかりと第 3 期計

画に反映させていく。 

 

３ 閉会（進行：松尾企画部長） 

 

 

 


